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平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
、
旧
北
魚
沼
郡
六
町
村
が
合
併
し
て
魚
沼
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
、魚
沼
市
は
市
制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

魚
沼
市
に
は
「
魚
沼
市
名
誉
市
民
」
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
方
が
現
在

七
名
い
ま
す
。
七
名
の
う
ち
一
番
新
し
い
授
与
者
は
、
俳
優
の
渡
辺
謙
さ

ん
。
ま
た
、
七
名
の
う
ち
五
名
は
、
旧
町
村
時
代
に
名
誉
町
民
ま
た
は
名

誉
村
民
の
称
号
を
授
与
さ
れ
、
合
併
後
魚
沼
市
の
条
例
に
よ
っ
て
平
成

十
七
年
五
月
九
日
に
魚
沼
市
名
誉
市
民
と
な
り
ま
し
た
。
宮
柊
二
は
、
七

名
の
中
で
は
一
番
早
い
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
三
日
に
堀
之
内
町
名
誉

町
民
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
今
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
一
年

間
に
わ
た
っ
て
新
潟
日
報
朝
刊
一
面
に
「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」
が
連

載
さ
れ
、
宮
柊
二
の
短
歌
一
首
が
そ
の
解
説
と
と
も
に
毎
日
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
短
歌
の
選
定
と
解
説
の
執
筆
は
、
宮
柊
二
が
創
刊
し
た
歌
誌
「
コ

ス
モ
ス
」
の
編
集
に
携
わ
る
歌
人
の
皆
さ
ん
で
す
。
令
和
五
年
四
月
～
六

月
は
高
野
公
彦
さ
ん
、
七
月
～
九
月
は
小
島
ゆ
か
り
さ
ん
、
十
月
～
十
二

月
は
桑
原
正
紀
さ
ん
、
令
和
六
年
一
月
は
水
上
比
呂
美
さ
ん
、
二
月
・
三

月
は
田
宮
朋
子
さ
ん
で
す
。

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
令
和
六
年
度
企
画
展
と
し
て
こ
の
連
載
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
一
年
分
の
連
載
と
掲
載
歌
に
関
連
す
る
資
料
、
執
筆
を
担

当
し
た
五
名
の
歌
人
の
皆
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
前
期
六
月
～
十
一

月
、
後
期
十
二
月
～
三
月
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
昨
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
「
言
の
葉
の
泉
」
と
「
言
の
葉

の
泉
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
短
歌
に
関
係
す
る
資
料
。
そ
し
て
、「
言
の

葉
の
泉
」
四
・
五
・
六
月
の
執
筆
を
担
当
さ
れ
た
高
野
公
彦
さ
ん
と
七
・
八
・

九
月
を
担
当
さ
れ
た
小
島
ゆ
か
り
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
会
期
は
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
で
す
。
そ
の
後
、
展
示
替
え

の
た
め
に
一
週
間
休
館
し
た
の
ち
、
十
二
月
一
日
か
ら
は
、
十
月
か
ら
三

月
ま
で
の
半
年
分
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
新
潟
日
報
の「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」は
連
載
を
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
宮
柊
二
記
念
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新
聞
で
読
ん
で
こ
ら
れ
た
方
に
は
柊
二
の
歌
と
再
会
し
て
い
た
だ
き
、
新

聞
で
は
ご
覧
に
な
れ
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に
一
年
分
の
歌
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

企
画
展
は
三
月
末
ま
で
開
催
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
宮
柊
二
記
念
館
を
お
訪

ね
く
だ
さ
い
。

令和６年度企画展　魚沼市市制施行 20 周年記念「宮柊二  言の葉の泉」展

魚
沼
市
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念

「
宮
柊
二  

言
の
葉
の
泉
」
展
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展
示
資
料
か
ら 

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」
の
連
載
ス
タ
ー
ト
を

告
知
す
る
令
和
五
年
三
月
三
十
日
の
新
潟
日
報
と
小
島
ゆ
か
り
さ
ん
が
連
載

終
了
を
振
り
返
る
令
和
六
年
四
月
二
日
の
新
潟
日
報
を
展
示
し
ま
し
た
。
二

つ
の
新
聞
記
事
の
間
に
は
、
後
期
に
展
示
す
る
令
和
五
年
十
月
か
ら
令
和
六

年
三
月
に
新
潟
日
報
「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
短
歌

を
月
ご
と
に
ま
と
め
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
連
載
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
短
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
宮
柊
二
の

十
二
冊
の
歌
集
と
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
の
解
説
を
岩
波
書
店
刊
の
全
集
「
宮
柊

二
集
」
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
春
、
宮
家
か
ら
寄
託
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昭
和
十
一
年
七
月

十
一
日
、
日
比
谷
松
本
樓
で
行
わ
れ

た
多
磨
歌
會
の
ガ
リ
版
印
刷
の
詠
草

集
で
す
。
用
紙
二
枚
に
四
十
二
首
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

36�　

晝
間
見
し
合
歡
の
あ
か
き

の
い
ろ
を
あ
こ
が
れ
の
如
く
夜

憶
ひ
を
り

　

と
三
十
六
首
目
に
「
群
鶏
」
収
録

の
宮
柊
二
の
歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
鉛
筆
に
よ
る
文
字
「
が
（
か
）

う
か
」
や
顔
の
デ
ッ
サ
ン
な
ど
柊
二

の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み

が
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
十
一
年
八
月

一
日
発
行
の
「
多
磨
」
八
月
號
に
は
、

　

晝
間
み
し
合か
う
か歡
の
あ
か
き

の
い

ろ
を
あ
こ
が
れ
の
如
く
夜
憶
ひ
を
り

　

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、「
か

う
か
」
の
書
き
込
み
は
、「
多
磨
」

印
刷
の
た
め
の
校
正
の
意
味
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
「
宮
柊
二  

言
の
葉
の
泉
」
展

　

新
潟
日
報
朝
刊
一
面
の
コ
ラ
ム
「
文
化
の
記
憶
」
欄
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
堀
口
大
学
や
會
津
八
一
、
諸
橋
轍
次
な
ど
新

潟
県
に
縁
の
あ
る
文
化
人
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
年
間
、「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」
と
題
し
て
宮
柊
二
の
短
歌
を
毎
日
一
首
ず
つ
紹
介
し
ま
し
た
。
執
筆
に
は
、

宮
柊
二
が
創
刊
し
た
歌
誌
「
コ
ス
モ
ス
」
の
編
集
に
携
わ
る
五
名
の
歌
人
が
交
代
で
当
た
り
ま
し
た
。

　

宮
柊
二
記
念
館
の
令
和
六
年
度
企
画
展
は
、「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」
展
と
し
て
、
新
潟
日
報
の
連
載
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
宮
柊
二
の
短
歌
三
百
五
十
三
首
と
そ
の
解
説
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
関
係
す
る
宮
柊
二
の
自
筆
資
料
や
写

真
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
展
示
中
の
四
月
・
五
月
・
六
月
を
担
当
さ
れ
た
高
野
公
彦
さ
ん
か
ら
は
、「
柊
二
短
歌
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」
と

題
す
る
一
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
く
七
月
・
八
月
・
九
月
を
担
当
さ
れ
た
小
島
ゆ
か
り
さ
ん
は
、「
日
付

あ
る
い
は
季
節
と
い
う
符
号
に
よ
り
、
茫
洋
と
し
た
時
間
の
か
な
た
に
、
確
か
に
生
き
て
歌
を
詠
ん
だ
宮
柊
二
の
姿
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。」
と
執
筆
を
終
え
た
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
二
人
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
展
示
会
場
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

多磨歌會詠草

多
磨
歌
會
詠
草

昭
和
十
一
年
七
月
十
一
日

於
日
比
谷 

松
本
樓

第
一
展
示
室
　
南
面
の
展
示

　「
宮
柊
二  

言
の
葉
の
泉
」
概
観
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お
知
ら
せ

　

最
初
に
四
月
・
五
月
・
六
月
の
「
宮
柊
二　

言
の
葉

の
泉
」
を
担
当
さ
れ
た
高
野
公
彦
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
四
月

に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
休
刊
日
・
連
載
休
止
日
を
除
く

28
日
分
の
「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の

歌
に
関
係
す
る
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
一
展
示
室
　
西
面
の
展
示

　
四
月
の
「
宮
柊
二  

言
の
葉
の
泉
」

　

五
月
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
30
日
分
、
六
月
に
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
29
日
分
の
「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
関
係
す
る
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

第
一
展
示
室
　
北
面
の
展
示

　
五
月
・
六
月
の
「
宮
柊
二  

言
の
葉
の
泉
」

コスモス創刊号（復刻版）

　

最
初
に
七
月
・
八
月
・
九
月
の
「
宮
柊
二　

言
の
葉

の
泉
」
を
担
当
さ
れ
た
小
島
ゆ
か
り
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
七

月
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
30
日
分
、
八
月
に
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
30
日
分
の
う
ち
の
23
日
分
の
「
宮
柊
二　

言

の
葉
の
泉
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
関
係
す
る
資
料
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

第
一
展
示
室
　
東
面
の
展
示

　
七
月
・
八
月
の
「
宮
柊
二  

言
の
葉
の
泉
」

　

八
月
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
30
日
分
の
う
ち
の
７
日

分
、
９
月
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
29
日
分
の
「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
関
係
す
る
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

第
一
展
示
室
　
中
央
展
示
ケ
ー
ス
の
展
示

　
八
月
・
九
月
の
「
宮
柊
二  

言
の
葉
の
泉
」

　
「
コ
ス
モ
ス
」
創
刊
号
（
復
刻
版
）

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
宮
柊
二
記
念
館
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

宮
柊
二
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
短

歌
手
帳
と
木
製
し
お
り
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
お
送
り
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
宮
柊
二

記
念
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
短

歌
手
帳
は
三
種
類
（
青
・
緑
・
黄
）、

木
製
し
お
り
は
二
種
類
（
ヒ
ノ
キ
・

魚
沼
産
ブ
ナ
）
あ
り
ま
す
。

　

歌
集
な
ど
も
販
売
し
て
お
り
ま

す
。
詳
細
は
宮
柊
二
記
念
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

宮
柊
二
ふ
る
さ
と
の
歌
写
真
集

「
宮
柊
二
の
ふ
る
さ
と
」

・�

宮
柊
二
ア
ル
バ
ム

・�

宮
柊
二
歌
集　

・
エ
ッ
セ
イ
集

・�

宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
歴

代
選
者
歌
集　

等
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「
宮
柊
二
記
念
館
友
の
会
」の
お
知
ら
せ

　

宮
柊
二
記
念
館
の
活
動
支
援
と
会
員
相
互
の
交
流
を
目
的

と
す
る
「
宮
柊
二
記
念
館
友
の
会
」
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
会
員
は
、
宮
柊
二
記
念
館
へ
の
入
館
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
記
念
館
だ
よ
り
等
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

年
会
費
は
１
，０
０
０
円
で
す
。
詳
細
は
、
宮
柊
二
記
念
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室
」の
お
知
ら
せ

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
歌
誌
「
コ
ス
モ
ス
」
選
者
の
橘
芳

圀
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、「
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
四
月
・
八
月
・
十
二
月
を
除
く
年
九
回
、

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
日
曜
日
に
宮
柊
二
記
念
館
に
隣
接
す

る
堀
之
内
公
民
館
で
歌
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
年
度
途
中

か
ら
の
参
加
、
添
削
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

年
会
費
は
３
，０
０
０
円
で
す
。
詳
細
は
、
宮
柊
二
記
念
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
お
知
ら
せ

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
開
催
し
た
講
演
会
の
様
子
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
宮
柊
二
記
念
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
企
画
展
開
催
記
念
講
演
会
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
高

野
公
彦
さ
ん
、
演
題
「
宮
柊
二
の
抒
情
と
叙
景
」。
令
和
五
年

桑
原
正
紀
さ
ん
、
演
題
「
宮
柊
二
の
継
承
」。
令
和
六
年
小
島

ゆ
か
り
さ
ん
、
演
題
「
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
～
柊
二
の
歌
と

現
代
短
歌
～
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
宮
柊
二
講
座
」
に
つ
い
て
は
、
田
宮
朋
子
さ
ん
に
よ
る
講

演
を
令
和
二
年
分
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
演
題
は
、
二

年
「
宮
柊
二
の
ふ
る
さ
と
の
門
弟
」、
三
年
「
宮
芳
平
と
宮
柊

二
」、
四
年
「
高
野
公
彦
、『
柊
二
』
を
詠
む
」、
五
年
「
柊
二

と
戦
争
」、
六
年
「『
言
の
葉
の
泉
』
を
読
む
」
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　昨年の春、宮家から寄託いただきました。歌集『群鶏』の原稿
と初稿です。原稿の写真は、扉部分と「額縁屋の歌」部分、初稿
の写真は「額縁屋の歌」部分です。

「謹みて／故北原白秋先生／
��竝に／父母に捧ぐ」
とあります。
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原稿 扉部分

原稿 「額縁屋の歌」部分初校 「額縁屋の歌」部分
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